
ぼ く と わ た し の 絵

○ し ん ご う 保 育 園

お
父
さ
ん
と
ス
ー
パ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

チ
ョ
コ
と
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
買
い
ま
し

た
。
お
父
さ
ん
と
一
緒
の
お
買
物
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。

坂
根
　
　
一
く
ん
（
う
め
組
）

マ
マ
と
せ
な
と
３
人
で
ド
ー
ナ
ツ
や

さ
ん
に
行
き
ま
し
た
。
ド
ー
ナ
ツ
を

買
っ
て
お
家
で
食
べ
ま
し
た
。
い
ち
ご

の
ド
ー
ナ
ツ
が
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

前
山
　
仁
菜
さ
ん
（
う
め
組
）

せ
ん

さ
か
ね

な
に
い

ま
え
や
ま

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

18

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

214

師
 走
12
月

人
の
動
き

男
　
1,
44
3人
（
－
６
人
）

女
　
1,
53
6人
（
－
11
人
）

計
　
2,
97
9人
（
－
17
人
）

世
帯
数
95
9世
帯（
－
１
世
帯
）

（
平
成
23
年
10
月
31
日
現
在
）
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畠
  山
　
莉
  菜

ち
ゃ
ん

Ｈ
22
・
７
・
10
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
賢
寿

（
マ
マ
）
幸
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

新
郷
の
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
大
好

き
な
莉
菜
。
今
よ
り
元
気
い
っ
ぱ

い
に
の
び
の
び
育
っ
て
ネ
。

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
23
年

タ
ー
コ
イ
ズ（
土
耳
古
玉
）

̶
 成
功
・
大
成
 ̶

誕
生
石

し
わ
す

D
ec
em
be
r

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
１
年
１
２
月

備
　
　
　
考

行
　
　
事
　
　
等

は
た
け

や
ま

な
り

日
曜

1
木

2
金

4
日

5
月

6
火

7
水

8
木

9
金

12
月

15
木

16
金

19
月

22
木

23
金

24
土

25
日

26
月

28
水

31
土

X
’m
as
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

特
定
健
診
（
～
３
日
）

特
定
健
診
　
２
学
期
終
業
　
冬
至

資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

特
設
人
権
相
談

心
の
健
康
づ
く
り
教
室

11
日
X
’m
as
フ
ェ
ス
タ

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
（
～
20
日
）

新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
行
政
相
談

●
天
皇
誕
生
日
　
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

特
定
健
診
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ

特
定
健
診
（
～
17
日
）

資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

粗
大
ご
み
収
集
日

不
用
犬
引
取

ク
リ
ス
マ
ス

新
郷
温
泉
館
休
館
日

固
定
資
産
・
住
民
税
第
４
期
納
期
限

官
庁
仕
事
納
め

大
み
そ
か

新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
母
と
子
の
栄
養
教
室

資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

新
郷
温
泉
館
休
館
日

平
成
23
年
度
新
郷
村
商
店
活
性
化
こ
ど
も
商
品
券
交
付
受
付（
後
期
）

平
成
23
年
度
新
郷
村
商
店
活
性
化
こ
ど
も
商
品
券
交
付
受
付（
後
期
）

新
郷
村
西
越
財
産
区
議
会
議
員
補
欠
選
挙
投
開
票
日

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

11月６日　村文化祭（関連記事は２～３ページ）11月６日　村文化祭（関連記事は２～３ページ）

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
9：
00
～
12
：
00

美
郷
館

山村
開発
セン
ター
（中
会議
室）
　
8：
30
～
17
：
00

西
越
支
所（
視
聴
覚
室
）　
8：
30
～
17
：
00

10
：
00
～
12
：
00
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わたあめコーナー

西
越
小
学
校

戸
来
小
学
校

新
郷
中
学
校

婦
人
会
食
堂

く
し
も
ち
コ
ー
ナ
ー

し
ん
ご
う
保
育
園

野
沢
中
学
校

　
11
月
５
日
と
６
日
の
２
日
間
、

第
54
回
新
郷
村
文
化
祭
が
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
の
真
心
こ
も
っ
た
図
画
や

版
画
、
写
真
等
が
ず
ら
り
と
展
示
。

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展
、
納
税
作

品
展
、
介
護
予
防
展
、
俳
句
展
等

も
所
狭
し
と
展
覧
さ
れ
、
来
場
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
６
日
は
村
内
の
小
中
学
校
や
保

育
園
、
金
ケ
沢
ピ
ア
ノ
教
室
、
金
ヶ

沢
コ
ー
ラ
ス
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
発
表
。
場
内

は
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
八
戸
大
学
・
八
戸

短
期
大
学
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

イ
ベ
ン
ト
が
来
場
者
の
人
気
を
集

め
て
い
ま
し
た
。
骨
密
度
や
、
血

圧
、
体
脂
肪
率
や
筋
肉
量
な
ど
を

測
定
。
食
生
活
や
心
の
健
康
に
関

す
る
調
査
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で

行
い
、「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」

の
健
康
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
と
っ
て
お
き
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
弘
前
大
学
グ
ラ
ス
ハ

ー
プ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
「
ア
ン

ジ
ェ
リ
ー
ク
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ス
を

濡
れ
た
指
で
擦
っ
て
出
す
神
秘
的

な
音
色
に
来
場
者
は
興
味
津
々
の

様
子
。「
星
に
願
い
を
」「
メ
ヌ
エ

ッ
ト
」「
赤
と
ん
ぼ
」
等
、
９
曲

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　
下
水
道
展
で
は
無
料
の
わ
た
あ

め
コ
ー
ナ
ー
に
長
蛇
の
列
。
ス
タ

ッ
フ
が
笑
顔
で
子
ど
も
た
ち
に
赤

や
白
の
わ
た
あ
め
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
し
た
。
く
し
餅
販
売
や

婦
人
会
食
堂
も
大
盛
況
。
来
場
者

は
「
食
欲
の
秋
」
も
満
喫
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

文化の秋を満喫！文化の秋を満喫！
第54回新郷村文化祭第54回新郷村文化祭
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わたあめコーナー

西
越
小
学
校

戸
来
小
学
校

新
郷
中
学
校

婦
人
会
食
堂

く
し
も
ち
コ
ー
ナ
ー

し
ん
ご
う
保
育
園

野
沢
中
学
校

　
11
月
５
日
と
６
日
の
２
日
間
、

第
54
回
新
郷
村
文
化
祭
が
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
の
真
心
こ
も
っ
た
図
画
や

版
画
、
写
真
等
が
ず
ら
り
と
展
示
。

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展
、
納
税
作

品
展
、
介
護
予
防
展
、
俳
句
展
等

も
所
狭
し
と
展
覧
さ
れ
、
来
場
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
６
日
は
村
内
の
小
中
学
校
や
保

育
園
、
金
ケ
沢
ピ
ア
ノ
教
室
、
金
ヶ

沢
コ
ー
ラ
ス
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
発
表
。
場
内

は
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
八
戸
大
学
・
八
戸

短
期
大
学
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

イ
ベ
ン
ト
が
来
場
者
の
人
気
を
集

め
て
い
ま
し
た
。
骨
密
度
や
、
血

圧
、
体
脂
肪
率
や
筋
肉
量
な
ど
を

測
定
。
食
生
活
や
心
の
健
康
に
関

す
る
調
査
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で

行
い
、「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」

の
健
康
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
と
っ
て
お
き
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
弘
前
大
学
グ
ラ
ス
ハ

ー
プ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
「
ア
ン

ジ
ェ
リ
ー
ク
」
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ス
を

濡
れ
た
指
で
擦
っ
て
出
す
神
秘
的

な
音
色
に
来
場
者
は
興
味
津
々
の

様
子
。「
星
に
願
い
を
」「
メ
ヌ
エ

ッ
ト
」「
赤
と
ん
ぼ
」
等
、
９
曲

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　
下
水
道
展
で
は
無
料
の
わ
た
あ

め
コ
ー
ナ
ー
に
長
蛇
の
列
。
ス
タ

ッ
フ
が
笑
顔
で
子
ど
も
た
ち
に
赤

や
白
の
わ
た
あ
め
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
し
た
。
く
し
餅
販
売
や

婦
人
会
食
堂
も
大
盛
況
。
来
場
者

は
「
食
欲
の
秋
」
も
満
喫
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

文化の秋を満喫！文化の秋を満喫！
第54回新郷村文化祭第54回新郷村文化祭
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11
月
５
日
、
村
づ
く
り
実
行
委

員
会
（
会
長
：
須
藤
良
美
村
長
）

は
「
村
特
産
品
を
使
っ
た
美
味
し

い
食
べ
方
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
美
郷

館
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
食

を
通
し
て
地
域
の
人
達
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
元
気
な
村
づ
く
り
を

図
る
こ
と
が
目
的
。
な
が
い
も
や

シ
イ
タ
ケ
な
ど
本
村
自
慢
の
食
材

を
十
分
に
生
か
し
た

21
点
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
審
査
員
は
林
学
園

八
戸
調
理
師
専
門
学

校
の
中
嶋
貴
之
教
諭
、

新
郷
中
学
校
の
遠
藤

美
知
子
校
長
、
本
村

の
主
任
栄
養
士
の
滝

田
敦
子
氏
の
３
名
。

料
理
の
味
、
外
観
、

ア
イ
デ
ア
、
独
創
性
、

普
及
性
の
５
点
を
厳

正
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝

い
た
の
は
髙
村
桜
さ

ん
の
「
な
が
い
も

マ
ー
ブ
ル
パ
ウ
ン
ド

ｃ
ａ
ｋ
ｅ
」。
こ
の
料
理
は
な
が
い

も
、
な
が
い
も
焼
酎
「
郷
の
華
」、

バ
タ
ー
、
卵
、
ア
ー
モ
ン
ド
プ
ー

ド
ル
、
コ
コ
ア
等
で
味
を
調
え
、

オ
ー
ブ
ン
で
50
〜
60
分
で
仕
上
げ

た
一
品
。
な
が
い
も
の
モ
チ
モ
チ

う
ま
う
ま
感
が
食
欲
を
刺
激
し
、

素
材
の
う
ま
味
を
十
分
に
引
き
出

し
た
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
村
文
化
祭
初
日
。
色

鮮
や
か
な
料
理
は
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ
・
村
長
賞

な
が
い
も
マ
ー
ブ
ル
パ
ウ
ン
ド
ｃ
ａ
ｋ
ｅ

髙
　
村
　
　
　
桜
（
西
越
北
向
）

優
秀
賞

サ
ラ
ス
パ
ピ
ー
マ
ン
ソ
ー
ス
あ
え

村
　
下
　
百
合
子
（
金
ケ
沢
）

あ
ら
た
く
ん
も
ち 

さ
と
ち
ゃ
ん
も
ち

畠
　
山
　
悦
　
子
（
戸
来
田
中
）

　
10
月
29
日
、
十
和
田
湖
宇
樽
部

桟
橋
前
に
お
い
て
「
宇
樽
部
軽
ト

ラ
青
空
市
場 

〜
森
と
水
の
恵
み
感

謝
祭
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
本
村
の

「
し
ん
ご
う
青
空
会
（
畠
山
悦
子

代
表
）」
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
、

「
朝
市
工
房
福
ふ
く
（
高
橋
悦
子

代
表
）」
は
同
１
台
を
出
店
し
、

村
特
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
十
和
田
湖
と
関
わ

り
の
深
い
近
隣
地
域
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
再
発

掘
と
産
業
の
活
性
化
が
目
的
。
㈳

十
和
田
湖
国
立
公
園
協
会
が
主
催

し
、
本
村
や
十
和
田
市
な
ど
６
団

体
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

　
快
晴
の
も
と
、
ト
ラ
ッ
ク
い
っ

ぱ
い
の
採
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
や
、

漬
け
物
、
き
ん
か
餅
、
ハ
ッ
ク
ル

ベ
リ
ー
、
炊
き
込
み
ご
飯
等
が
来

場
者
に
大
好
評
。
湖
か
ら
の
爽
や

か
な
風
の
な
か
で
、
笑
顔
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
五
戸
地
方
振
興
会
で
は
管
内
の

農
業
振
興
と
農
作
物
の
品
質
向
上

を
図
る
た
め
、
毎
年
品
評
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
14
回
目
と
な
る
今

回
は
一
般
野
菜
、
水
稲
、
穀
物
な

ど
７
部
門
に
４
５
９
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　
11
月
２
日
、
審
査
部
会
の
三
八

地
域
県
民
局
地
域
農
林

水
産
部
農
業
普
及
振
興

室
長
ら
が
厳
正
な
基
準

に
よ
り
優
等
９
点
、
１

等
18
点
、
２
等
38
点
を

選
出
。
出
品
物
は
11
月

４
日
か
ら
３
日
間
、
五

戸
ド
ー
ム
に
お
い
て

「
五
戸
町
産
業
と
文
化

ま
つ
り
」
の
中
で
展

示
・
即
売
さ
れ
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
完
売
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
賞
・
部
門
・
品
目
名
・

出
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者
）
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▽
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・
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澄
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▽
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（
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馬
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小
坂
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子

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
料
理
に
大
歓
声

売
れ
行
き

　上
々
！

売
れ
行
き

　上
々
！

本
村
か
ら
10
人
が
入
賞

第
14
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会

共鳴の仕組みを楽しく実験共鳴の仕組みを楽しく実験

　11月５日、美郷館において、教育委員会は弘前大学教育学部と協力し、
第５回どよう塾「グラスハープに挑戦」を開催しました。
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11
月
５
日
、
村
づ
く
り
実
行
委

員
会
（
会
長
：
須
藤
良
美
村
長
）

は
「
村
特
産
品
を
使
っ
た
美
味
し

い
食
べ
方
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
美
郷

館
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
食

を
通
し
て
地
域
の
人
達
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
元
気
な
村
づ
く
り
を

図
る
こ
と
が
目
的
。
な
が
い
も
や

シ
イ
タ
ケ
な
ど
本
村
自
慢
の
食
材

を
十
分
に
生
か
し
た

21
点
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
審
査
員
は
林
学
園

八
戸
調
理
師
専
門
学

校
の
中
嶋
貴
之
教
諭
、

新
郷
中
学
校
の
遠
藤

美
知
子
校
長
、
本
村

の
主
任
栄
養
士
の
滝

田
敦
子
氏
の
３
名
。

料
理
の
味
、
外
観
、

ア
イ
デ
ア
、
独
創
性
、

普
及
性
の
５
点
を
厳

正
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝

い
た
の
は
髙
村
桜
さ

ん
の
「
な
が
い
も

マ
ー
ブ
ル
パ
ウ
ン
ド

ｃ
ａ
ｋ
ｅ
」。
こ
の
料
理
は
な
が
い

も
、
な
が
い
も
焼
酎
「
郷
の
華
」、

バ
タ
ー
、
卵
、
ア
ー
モ
ン
ド
プ
ー

ド
ル
、
コ
コ
ア
等
で
味
を
調
え
、

オ
ー
ブ
ン
で
50
〜
60
分
で
仕
上
げ

た
一
品
。
な
が
い
も
の
モ
チ
モ
チ

う
ま
う
ま
感
が
食
欲
を
刺
激
し
、

素
材
の
う
ま
味
を
十
分
に
引
き
出

し
た
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
村
文
化
祭
初
日
。
色

鮮
や
か
な
料
理
は
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ
・
村
長
賞

な
が
い
も
マ
ー
ブ
ル
パ
ウ
ン
ド
ｃ
ａ
ｋ
ｅ

髙
　
村
　
　
　
桜
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西
越
北
向
）

優
秀
賞

サ
ラ
ス
パ
ピ
ー
マ
ン
ソ
ー
ス
あ
え

村
　
下
　
百
合
子
（
金
ケ
沢
）

あ
ら
た
く
ん
も
ち 

さ
と
ち
ゃ
ん
も
ち

畠
　
山
　
悦
　
子
（
戸
来
田
中
）

　
10
月
29
日
、
十
和
田
湖
宇
樽
部

桟
橋
前
に
お
い
て
「
宇
樽
部
軽
ト

ラ
青
空
市
場 
〜
森
と
水
の
恵
み
感

謝
祭
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
本
村
の

「
し
ん
ご
う
青
空
会
（
畠
山
悦
子

代
表
）」
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
、

「
朝
市
工
房
福
ふ
く
（
高
橋
悦
子

代
表
）」
は
同
１
台
を
出
店
し
、

村
特
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
十
和
田
湖
と
関
わ

り
の
深
い
近
隣
地
域
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
再
発

掘
と
産
業
の
活
性
化
が
目
的
。
㈳

十
和
田
湖
国
立
公
園
協
会
が
主
催

し
、
本
村
や
十
和
田
市
な
ど
６
団

体
が
後
援
し
て
い
ま
す
。
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と
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ク
い
っ

ぱ
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た
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や
、
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炊
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今
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穀
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。
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住
民
の
暮
ら
し
を
守
り
ま
す

　
10
月
28
日
、
役

場
庁
舎
前
に
於
い

て
「
新
郷
村
地
域

見
守
り
隊
出
発

式
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
お
年
寄

り
や
体
の
不
自
由

な
方
等
の
孤
立
を

防
ぐ
た
め
、
村
で

は
民
生
委
員
や
ほ

の
ぼ
の
交
流
協
力

員
に
よ
る
見
守
り

を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
見
守
り
体

制
を
さ
ら
に
強
化

す
る
こ
と
が
ね
ら

い
。
村
内
外
の
事

業
者
が
連
携
し
、

業
務
の
際
に
気
づ

い
た
異
変
を
行
政

機
関（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

に
連
絡
す
る
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

　
16
事
業
者
、
４
つ
の
協
力
団
体

が
参
集
し
た
式
典
で
は
須
藤
良
美

村
長
が
「
更
に
見
守
り
体
制
が
充

実
す
る
こ
と
は
、
行
政
に
と
っ
て

非
常
に
心
強
さ
を
感
じ
る
。
活
躍

に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
」
と
主

催
者
あ
い
さ
つ
。
事
業
者
へ
ス
テ

ッ
カ
ー
を
交
付
し
ま
し
た
。
福
山

惠
一
郎
村
議
会
副
議
長
、
勝
野
隆

彦
五
戸
警
察
署
署
長
ら
が
出
発
を

祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
暖
か
い
拍

手
が
響
き
渡
る
中
、
村
の
福
祉
向

上
の
た
め
、
事
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
業
務
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　
10
月
25
日
、
五
戸
地
区

交
通
安
全
協
会
戸
来
支
部

（
長
根
哲
美
支
部
長
）
と

五
戸
地
区
交
通
指
導
隊
戸

来
支
隊
（
長
根
一
男
支
隊

長
）
は
管
内
の
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
の

達
成
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
五
戸
警
察
署
と
同

地
区
安
全
協
会
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
報
告
の
た
め
、
須
藤
村
長

の
も
と
を
訪
れ
た
長
根
支
隊
長
は

「
記
録
は
地
域
の
協
力
が
あ
っ
て

の
も
の
。
今
後
も
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
ま
で
交
通
安
全
意
識
を
高
め

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
あ
ら
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で

の
土
曜
日
曜
を
除
く
10
日
間
、
生

活
支
援
事
業
が
行
わ
れ
、
無
事
故

で
終
了
し
ま
し
た
。

　
３
年
目
の
今
回
は
村
道
の
側
溝

清
掃
、
公
共
施
設
周
辺
の
草
取
り

等
が
主
な
作
業
内
容
。
戸
来
地
区

34
人
、
小
坂
地
区
30
人
、
川
代
地

区
22
人
、
西
越
地
区
25
人
の
１
１

１
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
作
業
初
日
の
24
日
は
６
班
に
分

か
れ
て
活
動
。
時
折
、
小
雨
が
舞

う
肌
寒
い
天
候
の
中
、
監
督
員
の

指
示
の
も
と
、
真
剣
に
作
業
に
勤

し
ん
で
い
ま
し
た
。

事故死ゼロ２０００日

村
道

　館
神

｜

女
ケ
崎
線

村
道

　雨
池
線

村
道

　一
ノ
沢
線

村
道

　金
ケ
沢
坂
の
下
線

旧
西
越
保
育
所

村
道

　大
曳
沢

｜

小
間
沢
線

美化活動で家計を支援
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区
25
人
の
１
１

１
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
作
業
初
日
の
24
日
は
６
班
に
分

か
れ
て
活
動
。
時
折
、
小
雨
が
舞

う
肌
寒
い
天
候
の
中
、
監
督
員
の

指
示
の
も
と
、
真
剣
に
作
業
に
勤

し
ん
で
い
ま
し
た
。

事故死ゼロ２０００日

村
道

　館
神

｜

女
ケ
崎
線

村
道

　雨
池
線

村
道

　一
ノ
沢
線

村
道

　金
ケ
沢
坂
の
下
線

旧
西
越
保
育
所

村
道

　大
曳
沢

｜

小
間
沢
線

美化活動で家計を支援
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10
月
23
日
、
小

坂
地
区
体
育
館
前

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
新
郷
村
総
合

防
災
訓
練
が
村
、

消
防
団
、
小
坂
地

区
常
会
、
警
察
、

消
防
等
９
機
関
、
約
２
５
０
人
が

参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
新
郷
村
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
数
年
に
一
度
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
開
始
式
で
は
須
藤
良
美
村
長
が

現
地
災
害
対
策
本
部
長
と
し
て

「
不
意
の
災
害
に
も
緊
迫
し
た
状

況
の
中
で
の
訓
練
を
通
じ
、
実
践

的
に
確
認
し
た
経
験
は
き
っ
と
生

か
さ
れ
る
」
と
訓
示
。
副
本
部
長

の
畠
山
賢
悦
消
防
団
長
の
開
始
報

告
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
訓
練
は
八
戸
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
（
震
度

６
強
）
の
地
震
が
発
生
し
、
村
内

に
お
い
て
小
坂
地
区
体
育
館
付
近

の
住
家
よ
り
出
火
、
付
近
の
山
林

に
延
焼
拡
大
中
で
、
同
地
区
を
中

心
に
家
屋
の
倒
壊
、
火
災
の
発
生

等
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
て
い
る

と
の
想
定
。
中
継
送
水
訓
練
、
消

火
栓
使
用
訓
練
等
８
項
目
に
真
剣

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
炊
き
出
し
訓
練
で

は
日
赤
奉
仕
団
新
郷
支
部
と
陸
上

自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地
第
５
高
射
特

科
群
本
部
管
理
中
隊
が
参
加
。
調 

理
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
等
を
参
加

者
に
提
供
し
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
伊
藤
久
男
五
戸
消

防
署
長
が
「
全
て
の
訓
練
が
迅
速

か
つ
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
」
と
講

評
。
参
加
者
は
防
災
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
８
月
の
上
栃

棚
集
落
に
お
け
る
住
家
火
災
に
率

先
し
て
初
期
消
火
に
あ
た
っ
た
根

坂
正
志
さ
ん
、
根
坂
千
晶
さ
ん
、

根
坂
秀
美
さ
ん
、
根
坂
恵
さ
ん
へ

感
謝
状
が
須
藤
村
長
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

消
火
器
の
取
扱
い
訓
練

倒
壊
家
屋
の
検
索
救
助
訓
練

住
民
避
難
誘
導
訓
練

災
害
救
援
隊
資
機
材
展
示
説
明

住
民
に
よ
る
消
火
栓
使
用
訓
練

中
継
送
水
訓
練

９機関、２５０人が真剣な取り組み
平成23年度新郷村総合防災訓練
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10
月
26
日
、
村
営
平
子
沢
放
牧

場
は
今
季
の
放
牧
を
終
え
、
閉

牧
し
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら

村
内
７
軒
の
畜
産
農
家
が
野
上

げ
。
最
盛
期
に
は
黒
毛
和
種
１

１
０
頭
が
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
も
と
、
須
藤
良
美

村
長
等
、
関
係
者
約
20
名
が
牧

場
の
看
守
小
屋
に
参
集
。
神
棚

に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
無

事
故
で
今
季
の
放
牧
を
終
え
た

こ
と
を
祝
い
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
村
営
平
子
沢
放
牧

場
は
今
季
の
放
牧
を
終
え
、
閉

牧
し
ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら

村
内
７
軒
の
畜
産
農
家
が
野
上

げ
。
最
盛
期
に
は
黒
毛
和
種
１

１
０
頭
が
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
も
と
、
須
藤
良
美

村
長
等
、
関
係
者
約
20
名
が
牧

場
の
看
守
小
屋
に
参
集
。
神
棚

に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
無

事
故
で
今
季
の
放
牧
を
終
え
た

こ
と
を
祝
い
ま
し
た
。

　
村
と
十
和
田
エ
イ
ト
ラ
イ
ン
観

光
協
議
会
は
山
里
の
魅
力
を
県
内

外
へ
広
く
発
信
す
る
た
め
に
２
つ

の
ツ
ア
ー
を
10
月
に
実
施
し
、
参

加
者
か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
16
日
は
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
摘
み

取
り
体
験
を
開
催
。
八
戸
市
や
十

和
田
市
な
ど
か
ら
参
加
し
た
17
名

が
収
穫
を
笑
顔
で
体
験
し
ま
し
た
。

指
導
は
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
を
栽
培

し
、
ジ
ャ
ム
と
し
て
販
売
し
て
い

る
「
朝
市
工
房
福
ふ
く
」
代
表
の

高
橋
悦
子
さ
ん
。
好
天
の
も
と
、

川
代
地
区
の
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
４

０
０
本
の
畑
で
行
わ
れ
た
体
験

は
、
は
さ
み
と
袋
を
手
に
黒
紫
色

の
実
を
収
穫
。
秋
の
恵
み
を
体
い

っ
ぱ
い
に
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
秋
も
深
ま
っ
た
30
日
は
鬼
蓮
紅

葉
散
策
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
場
に
集
合
し
、
鬼
蓮
地
区
に
移

動
。
鬼
蓮
庵
庵
主
の
山
岸
義
一
さ

ん
を
ガ
イ
ド
に
同
地
区
を
散
策
し

ま
し
た
。
道
す
が
ら
、「
な
め
こ
」

や
「
む
き
た
け
」
を
見
つ
け
る
と
、

小
走
り
に
駆
け
寄
り
、
パ
ッ
ク
に

詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。
東
北
町

や
む
つ
市
な
ど
か
ら
訪
れ
た
10
名

の
参
加
者
は
秋
晴
れ
の
中
、
松
を

い
ろ
ど
る
楓
や
蔦
の
美
し
さ
に
目

を
奪
わ
れ
た
様
子
。
昼
食
は
同
庵

の
囲
炉
裏
端
で
無
農
薬
、
無
肥
料

の
米
で
炊
き
あ
げ
た
ご
飯
と
き

の
こ
汁
に
舌
鼓
を
う
っ
て
い
ま

し
た
。

　
10
月
16
日
、

村
消
防
団
（
畠

山
賢
悦
団
長
）

と
五
戸
消
防
署

西
分
遣
所
（
木

村
和
雄
所
長
）

は
「
秋
の
防
火

パ
レ
ー
ド
」
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
秋
の
火

災
予
防
運
動
に

あ
わ
せ
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
活
動
服
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

姿
の
団
員
約
30
名
は
車
両

10
台
に
分
乗
。
戸
来
地
区

隊
（
隊
長
：
田
中
政
夫
本

部
付
分
団
長
）
と
西
越
地

区
隊
（
隊
長
：
橋
端
哲
美

副
団
長
）
の
二
隊
に
分
か

れ
て
役
場
庁
舎
前
か
ら
実

施
し
ま
し
た
。

　
戸
来
地
区
隊
は
西
分
遣

所
ポ
ン
プ
車
、
西
越
地
区

隊
は
第
８
分
団
長
崎
小
型

ポ
ン
プ
積
載
車
を
先
導
と

し
て
村
内
集
落
を
あ
ま
ね

く
巡
回
。
広
報
テ
ー
プ
と

警
鐘
に
よ
り
防
火
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

車両１０台がパレード車両１０台がパレード

10月30日　鬼蓮地区

山
里
の
秋
の
恵
み
を
満
喫
！

10
月
16
日

　川
代
地
区

山
里
の
秋
の
恵
み
を
満
喫
！

山
里
の
秋
の
恵
み
を
満
喫
！

Ｇｏｏｄ‐ｂｙｅ♪　平子沢Ｇｏｏｄ‐ｂｙｅ♪　平子沢
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は
「
秋
の
防
火

パ
レ
ー
ド
」
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
秋
の
火

災
予
防
運
動
に

あ
わ
せ
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
活
動
服
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

姿
の
団
員
約
30
名
は
車
両

10
台
に
分
乗
。
戸
来
地
区

隊
（
隊
長
：
田
中
政
夫
本

部
付
分
団
長
）
と
西
越
地

区
隊
（
隊
長
：
橋
端
哲
美

副
団
長
）
の
二
隊
に
分
か

れ
て
役
場
庁
舎
前
か
ら
実

施
し
ま
し
た
。

　
戸
来
地
区
隊
は
西
分
遣

所
ポ
ン
プ
車
、
西
越
地
区

隊
は
第
８
分
団
長
崎
小
型

ポ
ン
プ
積
載
車
を
先
導
と

し
て
村
内
集
落
を
あ
ま
ね

く
巡
回
。
広
報
テ
ー
プ
と

警
鐘
に
よ
り
防
火
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

車両１０台がパレード車両１０台がパレード

10月30日　鬼蓮地区

山
里
の
秋
の
恵
み
を
満
喫
！

10
月
16
日

　川
代
地
区

山
里
の
秋
の
恵
み
を
満
喫
！

山
里
の
秋
の
恵
み
を
満
喫
！

Ｇｏｏｄ‐ｂｙｅ♪　平子沢Ｇｏｏｄ‐ｂｙｅ♪　平子沢



1213　広報しんごう　H23・11

　新郷村の条例により、平成23年度上半期
の財政状況（平成23年４月から平成23年
９月まで）の概要をお知らせします。

人　口　　　2,996 人
世帯数　　　　960世帯
平成 2 3年 9月 3 0日現在

災害復旧費・
労働費・予備費（ ）

一 般 会 計
歳　入

歳入予算額　2,786,133
収 入 済 額　1,475,792
収入執行率　　　53.0％

1,179,796
1,575,000

歳　出

歳出予算額　2,786,133
支 出 済 額　  977,569
支出執行率　　　35.1％

予算額

執行額

そ の 他

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

予算額

執行額

そ　の　他

村　　　債

諸　収　入

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 100,000 200,000 300,000 400,000 600,000500,000

34,539
61,303

206,775
533,159

149,021
511,546

21,956
74,420

70,161
356,949

108,326
183,036

43,372
281,832

35,086
90,458

91,117
236,987

216,282
447,180

9,263
931

（単位：千円）
（平成23年９月30日現在）

205,481

平成23年度　予算執行状況平成23年度　予算執行状況平成23年度　予算執行状況

執行額

予算額

執行額

予算額

（平成23年9月30日現在）（平成23年9月30日現在）（平成23年9月30日現在）

特別会計歳入歳出予算の状況

千円 千円 ％ 千円 ％

地 方 債 の 現 在 高

金 額 構成比

438,530 139,291 31.8 168,266 38.4

31,687 22.3 54,528 38.4

7,497 18.2 16,566 40.3

2,687 1.8 56,231 38.3

625 1.7 13,359 35.6

143,164 32.8 138,220 31.7

7,233 14.3 1,978 3.9

4,450 38.3 489 4.2

141,908

41,096

146,632

37,494

436,511

50,624

11,609

40.01,192,756

一 般 会 計
（デイサービス施設分含む）

簡 易 水 道
特 別 会 計

特定環境保全
公共下水道
特 別 会 計

農業集落排水
特 別 会 計

予 算 額 収入済額 執 行 率 支出済額 執 行 率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

97.0168,612 59.4641,923 53.8143,175

8.221,923

38.0101,186

16.6188,459

27.0307,365

100.0173,772 100.01,137,747 100.0266,284

（平成23年９月末現在）

（平成23年９月末現在）

特 別 会 計 名

国 民 健 康 保 険

国 民 健 康 保 険 診 療 所

簡 易 水 道

特定環境保全公共下水道

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

6,604 19.7 7,738 23.133,496後 期 高 齢 者 医 療

戸 来 財 産 区

西 越 財 産 区

金 額 ・ 構 成 比

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

国 の 予 算 貸 付

み ち の く 銀 行

青 森 県

合　　　計

公営企業金融公庫

財政融資資金

9.1269,987郵便貯金資金

8.6256,208

11.5343,286

4.9145,100

1.441,967

22.9681,107 3.05,160

1.649,036

100.02,979,447

簡易生命保険資金

借

入

先

政
府
資
金

会 計 区 分

31,135

21,219

24,980

0

101,974
173,593

167,508

177,615

174,700

116,688
312,236
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34,539
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206,775
533,159
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511,546
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74,420

70,161
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438,530 139,291 31.8 168,266 38.4

31,687 22.3 54,528 38.4

7,497 18.2 16,566 40.3

2,687 1.8 56,231 38.3

625 1.7 13,359 35.6

143,164 32.8 138,220 31.7

7,233 14.3 1,978 3.9

4,450 38.3 489 4.2

141,908

41,096

146,632

37,494
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6,604 19.7 7,738 23.133,496後 期 高 齢 者 医 療
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西 越 財 産 区
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地 方 公 共 団 体
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国 の 予 算 貸 付
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9.1269,987郵便貯金資金

8.6256,208

11.5343,286

4.9145,100

1.441,967

22.9681,107 3.05,160

1.649,036

100.02,979,447

簡易生命保険資金

借

入

先

政
府
資
金

会 計 区 分

31,135

21,219

24,980

0

101,974
173,593

167,508

177,615

174,700

116,688
312,236
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住
居
手
当

区 分

22年度

　住民基本
　台帳人口
（23.３.31現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

3,071 3,352,794 115,652 557,182 16.6
千円 千円 千円 ％人

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
332,200円 48.1歳 298,600円 49.8歳

区 分
経　　験　　年　　数

大学卒
高校卒

初　任　給

172,200円
140,100円

270,100円
－

311,000円
266,000円265,300円

10年以上
　15年未満

－

15年以上
　20年未満

20年以上
　25年未満

区　分

職 員 数
構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

8 56

参　　事標準的な
職務内容

4

１　級

主　　事

7.1％

３　級

14

主　　幹

25.0％

４　級

総括主幹

23.2％ 100.0％

２　級

主　　査

11
19.6％

５　級

613

副参事等

10.7％ 14.3％

計

期末手当

勤勉手当

退職手当

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.225月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.375月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.6月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.225月分　  0.675月分
　12月期　　　　　1.375月分　  0.675月分
　　計　　　　　　　2.6月分　  1.35月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

給与費総額　341,348千円

給　料
233,245千円
給　料
233,245千円

　期　末 ● 勤勉手当　83,148千円

その他の職員手当　24,955千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の22年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（平成23年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）

6．職員手当の状況（平成23年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （平成23年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時
間
外
手
当

（
普
通
会
計
）

区
分

通
勤
手
当

扶
　
　
養
　
　
手
　
　
当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者

配
偶
者
以
外

13,000円

6,500円

11,000円

１人につき
5,000円加算

１人につき
6,500円

１
　
人
　
目 配偶者無し

配偶者有り

２人目以上

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　55,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

同 ̶

同 ̶

同 ̶

区 分

村 長

副村長

議 長

副議長

議 員

給　　料
（報酬月額）
534,100円

453,000円

教育長 422,560円

266,000円

225,600円

211,500円

期 末 手 当

特別職

（支給割合）

６月期 1.60月分

12月期 1.65月分

　　計 3.25月分

加算措置　 有

議　員

（支給割合）

６月期 0.60月分

12月期 0.70月分

　　計 1.30月分

加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または
　　　　非常勤職員を除いています。

①

②

区　　　　分 職　員　数（人）
平成21年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

部
　
　
門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

普　通　会　計

議　　　会
18
4
10
3
0
8
7
4
56
9
0
9
65
6
1
0
2
5
14
79

2
19
4
9
2
0
8
5
4
53
7
0
7
60
6
1
0
1
6
14
74

2
18
4
9
2
0
8
5
4
52
8
0
8
60
6
1
0
1
6
14
74

2
平成22年 平成23年

△　1

△　1
　　1

　　1

総　　　務
税　　　務
民　　　生
衛　　　生
労　　　働
農 林 水 産
商　　　工
土　　　木
小　　　計

病　　　院
水　　　道
交　　　通
下　水　道
そ　の　他
小　　　計

教　　　育
消　　　防
小　　　計

合　　　　　　計

平成21年度支給総額 8,088千円

9,218千円平成22年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（平成23年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　（平成23年４月１日現在）
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住
居
手
当
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41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

給与費総額　341,348千円

給　料
233,245千円
給　料
233,245千円

　期　末 ● 勤勉手当　83,148千円

その他の職員手当　24,955千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の22年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（平成23年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）

6．職員手当の状況（平成23年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （平成23年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時
間
外
手
当

（
普
通
会
計
）

区
分

通
勤
手
当

扶
　
　
養
　
　
手
　
　
当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者

配
偶
者
以
外

13,000円

6,500円

11,000円

１人につき
5,000円加算

１人につき
6,500円

１
　
人
　
目 配偶者無し

配偶者有り

２人目以上

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　55,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

同 ̶

同 ̶

同 ̶

区 分

村 長

副村長

議 長

副議長

議 員

給　　料
（報酬月額）
534,100円

453,000円

教育長 422,560円

266,000円

225,600円

211,500円

期 末 手 当

特別職

（支給割合）

６月期 1.60月分

12月期 1.65月分

　　計 3.25月分

加算措置　 有

議　員

（支給割合）

６月期 0.60月分

12月期 0.70月分

　　計 1.30月分

加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または
　　　　非常勤職員を除いています。

①

②

区　　　　分 職　員　数（人）
平成21年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

部
　
　
門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

普　通　会　計

議　　　会
18
4
10
3
0
8
7
4
56
9
0
9
65
6
1
0
2
5
14
79

2
19
4
9
2
0
8
5
4
53
7
0
7
60
6
1
0
1
6
14
74

2
18
4
9
2
0
8
5
4
52
8
0
8
60
6
1
0
1
6
14
74

2
平成22年 平成23年

△　1

△　1
　　1

　　1

総　　　務
税　　　務
民　　　生
衛　　　生
労　　　働
農 林 水 産
商　　　工
土　　　木
小　　　計

病　　　院
水　　　道
交　　　通
下　水　道
そ　の　他
小　　　計

教　　　育
消　　　防
小　　　計

合　　　　　　計

平成21年度支給総額 8,088千円

9,218千円平成22年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（平成23年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　（平成23年４月１日現在）
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戦
没
者
遺
族
・
戦
傷
病
者

　
　
　
　
　
の
み
な
さ
ま
へ

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（
指
名
願
）

受
付
に
つ
い
て

指
名
競
争
入
札
等
参
加
資

格
審
査
申
請
書（
指
名
願
）

受
付
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

暖
房
器
具
取
扱
い
上
の

　
　
　
　
注
意
事
項
！

　
ま
た
は
、
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
匿
名
で
も
受
け
付
け
て

お
り
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
連
絡
に
よ
り
、
虐
待
を
行
っ
て

い
る
保
護
者
へ
の
支
援
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
連
絡
を
受
け
た
場
合
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
機
関
か
ら
な
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
連
携
・
協
力
を
し
な

が
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
を
守

っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

◇
期
間

12
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10

日
間

◇
目
的

県
民
一
人
ひ
と
り
に
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

◇
重
点

　
・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
・
冬
道
の
安
全
運
転
の
推
進

　
・
踏
切
事
故
の
防
止 

問
　
青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

　
℡
０
１
７
│
７
３
４
│

９
２
３
２

　
戦
傷
病
者
相
談
員
及
び
戦
没
者

遺
族
相
談
員
が
改
選
に
な
り
ま
し

た
。
新
郷
村
の
担
当
相
談
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
氏
名
・
住
所
・

電
話
）

戦
傷
病
者
相
談
員

石
亀
敏
春
氏
　
五
戸
町
大
字
志

戸
岸
43
　
℡
62
│

６
４
６
１

戦
没
者
遺
族
相
談
員

三
浦
政
勝
氏
　
五
戸
町
字
土
井

頭
20
│

２
　
℡
62
│

３
７
０
６

問
　
青
森
県
健
康
福
祉
政
策
課

　
℡
０
１
７
│
７
３
４
│

９
２
７
８

　
　十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

◇
申
請
区
分
及
び
有
効
年
度

①
物
品
の
製
造
請
負
、
売
買
ま
た

は
役
務
提
供
等（
平
成
23
年
度
）

②
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等（
平
成
24
・

25
年
度
）

※

②
は
中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま

す
の
で
、
平
成
23
年
受
付
期
間

に
申
請
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

◇
受
付
期
間

平
成
24
年
１
月
16
日
〜
２
月
15

日
（
土
日
祝
日
を
除
く
）※

郵

送
の
場
合
は
末
日
ま
で
必
着

◇
提
出
書
類

統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様

式（
提
出
要
領
及
び
様
式
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。http://w

w
w
.

tow
ada-kouiki/

問
　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

　
℡
０
１
７
６
│

20
│

８
１
０
０

 

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

◇
申
請
区
分
お
よ
び
有
効
年
度

①
物
品
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
平
成
24
年
度
）

※

中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま
す
の

で
平
成
23
年
受
付
期
間
に
申
請

さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

②
建
設
工
事（
平
成
24
・
25
年
度
）

◇
受
付
期
間

平
成
24
年
１
月
13
日
か
ら
２
月

15
日
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◇
提
出
書
類

統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様

式
（
申
請
要
領
及
び
様
式
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）http://w

w
w

6.ocn.ne.jp/̃kansei6/

問十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

　
℡
０
１
７
６
│

55
│

２
１
７
８

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察

官
の
し
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て

「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
を

し
て
く
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
八
戸
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
℡
22
│

３
１
０
４

問 問

問

問問

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

時
止
め
る
こ
と
は
出
来
ず
に

山
粧
う

鹿
　
島
　
と
　
わ

敬
わ
れ
演
じ
て
返
す
敬
老
日

工
　
藤
　
陽
　
一

軒
先
に
ほ
お
ず
き
つ
る
し

わ
れ
と
猫

髙
　
根
　
リ
　
サ

庭
の
草
と
れ
ば
カ
マ
キ
リ

そ
の
中
に

福
　
山
　
康
　
子

呼
び
戻
す
過
去
な
ど
な
く
て

山
紅
葉

長
　
峯
　
ユ
　
リ

鉄
棒
に
稲
穂
の
か
か
る
句
会
か
な

戸
　
来
　
れ
い
子

里
山
の
粧
い
き
れ
ず
に
冬
間
近

小
　
坂
　
良
　
子

世
渡
り
の
下
手
な
子
愛
し
菊
膾

鹿
　
島
　
恵
美
子

梵
鐘
の
ひ
び
く
山
並
み

粧
い
け
り

村
　
上
　
て
　
る

粧
う
山
豪
雨
の
田
畑
囲
み
け
り

金
　
沢
　
　
　
凡

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、

各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、

退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範

囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林

　
　
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
℡
03
│

５
４
０
０
│

４
３
３
４

　
寒
い
時
季
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
、

暖
房
器
具
や
そ
の
周
囲
を
点
検

し
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◇
衣
類
な
ど
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
る
こ
と
は
危
険
！

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
で
洗
濯
物
を

乾
か
す
と
、
熱
風
に
煽
ら
れ
て

落
下
し
、
火
事
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、衣
類
、

布
団
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に

接
触
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
温
風
が
当

た
る
場
所
に
放
置
し
た
り
、
ス

ト
ー
ブ
の
上
に
置
き
っ
ぱ
な
し

に
し
た
り
す
る
と
、
缶
が
膨
張

し
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
時

は
完
全
に
火
を
消
し
て
か
ら
！

・
給
油
す
る
と
き
に
は
必
ず
消
火

し
、
火
が
完
全
に
消
え
た
の
を

確
認
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
キ
ャ
ッ
プ
は

問問

　
確
実
に
閉
め
、
漏
れ
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
薪
ス
ト
ー
ブ
の
灰
に
注
意
！

・
取
り
灰
や
お
き
火
は
不
用
意
に

放
置
せ
ず
、不
燃
容
器
に
入
れ
、

水
を
か
け
て
完
全
に
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

・
薪
や
紙
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も

の
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

　
法
務
省
は
、
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
一
週
間
を
「
第
63
回
人

権
週
間
」
と
定
め
、
各
種
行
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。新
郷
村
で
は
、

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
困
り
ご
と
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
12
月
８
日
（
木
）

　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

◇
場
所

　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
一
階

　
中
会
議
室

問
　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
特
別
給
付
金
の
支
給
の
請
求
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。※

「
戦
後

強
制
抑
留
」
と
は
、
昭
和
20
年
８

月
９
日
以
来
の
戦
争
の
結
果
、
同

年
９
月
２
日
以
後
旧
ソ
連
邦
ま
た

は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
い
て

強
制
抑
留
さ
れ
た
方
で
す
。
資
格

要
件
等
が
不
明
な
方
は
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
対
象
者

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有

す
る
ご
存
命
の
方
で
す
。

※

特
別
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

　
権
利
の
あ
る
方
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
相
続
人
が
請
求
で
き

ま
す
。

◇
受
付
期
間

　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

問℡
　
０
５
７
０
│

０
５
９
│

２
０
４

独
立
行
政
法
人 

平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金

　
虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
の
発
達

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
社
会
全

体
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
問
題
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
御
自
身

が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き

は
、
た
め
ら
わ
ず
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
の
連

絡
・
相
談
は
住
民
グ
ル
ー
プ
が
窓

口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問問

冬
の
交
通
安
全

　
　
県
民
運
動
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

戦
後
強
制
抑
留
者
の

　
　
　
　
　
　
皆
様
へ

特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
開
設
に
つ
い
て

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
発
見
し
た
と
き
は

問

 ８月12日、上栃棚集落で発
生した住家火災に際し、住
民のみなさまからたくさん
の火事見舞金が寄せられま
した。みなさまのご厚情に
感謝申し上げます。
　みなさまからお寄せいた
だいた見舞金は10月27日、
被災者へ手渡しましたので、
ご報告申し上げます。

見舞金額  246,550円

日本赤十字社青森県支部
　新郷村分区長　須藤良美

日本赤十字社からの
お知らせ
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戦
没
者
遺
族
・
戦
傷
病
者

　
　
　
　
　
の
み
な
さ
ま
へ

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（
指
名
願
）

受
付
に
つ
い
て

指
名
競
争
入
札
等
参
加
資

格
審
査
申
請
書（
指
名
願
）

受
付
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

暖
房
器
具
取
扱
い
上
の

　
　
　
　
注
意
事
項
！

　
ま
た
は
、
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
匿
名
で
も
受
け
付
け
て

お
り
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
連
絡
に
よ
り
、
虐
待
を
行
っ
て

い
る
保
護
者
へ
の
支
援
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
連
絡
を
受
け
た
場
合
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
機
関
か
ら
な
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
連
携
・
協
力
を
し
な

が
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
を
守

っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

◇
期
間

12
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10

日
間

◇
目
的

県
民
一
人
ひ
と
り
に
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

◇
重
点

　
・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
・
冬
道
の
安
全
運
転
の
推
進

　
・
踏
切
事
故
の
防
止 

問
　
青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

　
℡
０
１
７
│
７
３
４
│

９
２
３
２

　
戦
傷
病
者
相
談
員
及
び
戦
没
者

遺
族
相
談
員
が
改
選
に
な
り
ま
し

た
。
新
郷
村
の
担
当
相
談
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
氏
名
・
住
所
・

電
話
）

戦
傷
病
者
相
談
員

石
亀
敏
春
氏
　
五
戸
町
大
字
志

戸
岸
43
　
℡
62
│

６
４
６
１

戦
没
者
遺
族
相
談
員

三
浦
政
勝
氏
　
五
戸
町
字
土
井

頭
20
│

２
　
℡
62
│

３
７
０
６

問
　
青
森
県
健
康
福
祉
政
策
課

　
℡
０
１
７
│
７
３
４
│

９
２
７
８

　
　十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

◇
申
請
区
分
及
び
有
効
年
度

①
物
品
の
製
造
請
負
、
売
買
ま
た

は
役
務
提
供
等（
平
成
23
年
度
）

②
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等（
平
成
24
・

25
年
度
）

※

②
は
中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま

す
の
で
、
平
成
23
年
受
付
期
間

に
申
請
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

◇
受
付
期
間

平
成
24
年
１
月
16
日
〜
２
月
15

日
（
土
日
祝
日
を
除
く
）※

郵

送
の
場
合
は
末
日
ま
で
必
着

◇
提
出
書
類

統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様

式（
提
出
要
領
及
び
様
式
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。http://w

w
w
.

tow
ada-kouiki/

問
　
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

　
℡
０
１
７
６
│

20
│

８
１
０
０

 
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

◇
申
請
区
分
お
よ
び
有
効
年
度

①
物
品
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
平
成
24
年
度
）

※

中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま
す
の

で
平
成
23
年
受
付
期
間
に
申
請

さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

②
建
設
工
事（
平
成
24
・
25
年
度
）

◇
受
付
期
間

平
成
24
年
１
月
13
日
か
ら
２
月

15
日
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◇
提
出
書
類

統
一
様
式
ま
た
は
組
合
指
定
様

式
（
申
請
要
領
及
び
様
式
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）http://w

w
w

6.ocn.ne.jp/̃kansei6/

問十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

　
℡
０
１
７
６
│

55
│

２
１
７
８

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察

官
の
し
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て

「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
を

し
て
く
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
八
戸
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
℡
22
│

３
１
０
４

問 問

問

問問

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

時
止
め
る
こ
と
は
出
来
ず
に

山
粧
う

鹿
　
島
　
と
　
わ

敬
わ
れ
演
じ
て
返
す
敬
老
日

工
　
藤
　
陽
　
一

軒
先
に
ほ
お
ず
き
つ
る
し

わ
れ
と
猫

髙
　
根
　
リ
　
サ

庭
の
草
と
れ
ば
カ
マ
キ
リ

そ
の
中
に

福
　
山
　
康
　
子

呼
び
戻
す
過
去
な
ど
な
く
て

山
紅
葉

長
　
峯
　
ユ
　
リ

鉄
棒
に
稲
穂
の
か
か
る
句
会
か
な

戸
　
来
　
れ
い
子

里
山
の
粧
い
き
れ
ず
に
冬
間
近

小
　
坂
　
良
　
子

世
渡
り
の
下
手
な
子
愛
し
菊
膾

鹿
　
島
　
恵
美
子

梵
鐘
の
ひ
び
く
山
並
み

粧
い
け
り

村
　
上
　
て
　
る

粧
う
山
豪
雨
の
田
畑
囲
み
け
り

金
　
沢
　
　
　
凡

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、

各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、

退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範

囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林

　
　
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
℡
03
│

５
４
０
０
│

４
３
３
４

　
寒
い
時
季
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
、

暖
房
器
具
や
そ
の
周
囲
を
点
検

し
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◇
衣
類
な
ど
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
る
こ
と
は
危
険
！

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
で
洗
濯
物
を

乾
か
す
と
、
熱
風
に
煽
ら
れ
て

落
下
し
、
火
事
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、衣
類
、

布
団
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に

接
触
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
温
風
が
当

た
る
場
所
に
放
置
し
た
り
、
ス

ト
ー
ブ
の
上
に
置
き
っ
ぱ
な
し

に
し
た
り
す
る
と
、
缶
が
膨
張

し
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
時

は
完
全
に
火
を
消
し
て
か
ら
！

・
給
油
す
る
と
き
に
は
必
ず
消
火

し
、
火
が
完
全
に
消
え
た
の
を

確
認
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
キ
ャ
ッ
プ
は

問問

　
確
実
に
閉
め
、
漏
れ
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
薪
ス
ト
ー
ブ
の
灰
に
注
意
！

・
取
り
灰
や
お
き
火
は
不
用
意
に

放
置
せ
ず
、不
燃
容
器
に
入
れ
、

水
を
か
け
て
完
全
に
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

・
薪
や
紙
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も

の
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

　
法
務
省
は
、
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
一
週
間
を
「
第
63
回
人

権
週
間
」
と
定
め
、
各
種
行
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。新
郷
村
で
は
、

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
困
り
ご
と
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　
12
月
８
日
（
木
）

　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

◇
場
所

　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
一
階

　
中
会
議
室

問
　
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
特
別
給
付
金
の
支
給
の
請
求
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。※

「
戦
後

強
制
抑
留
」
と
は
、
昭
和
20
年
８

月
９
日
以
来
の
戦
争
の
結
果
、
同

年
９
月
２
日
以
後
旧
ソ
連
邦
ま
た

は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
い
て

強
制
抑
留
さ
れ
た
方
で
す
。
資
格

要
件
等
が
不
明
な
方
は
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
対
象
者

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有

す
る
ご
存
命
の
方
で
す
。

※

特
別
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

　
権
利
の
あ
る
方
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
相
続
人
が
請
求
で
き

ま
す
。

◇
受
付
期
間

　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

問℡
　
０
５
７
０
│

０
５
９
│

２
０
４

独
立
行
政
法
人 

平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金

　
虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
の
発
達

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
社
会
全

体
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
要
な
問
題
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
御
自
身

が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き

は
、
た
め
ら
わ
ず
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
の
連

絡
・
相
談
は
住
民
グ
ル
ー
プ
が
窓

口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問問

冬
の
交
通
安
全

　
　
県
民
運
動
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

戦
後
強
制
抑
留
者
の

　
　
　
　
　
　
皆
様
へ

特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
開
設
に
つ
い
て

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
発
見
し
た
と
き
は

問

 ８月12日、上栃棚集落で発
生した住家火災に際し、住
民のみなさまからたくさん
の火事見舞金が寄せられま
した。みなさまのご厚情に
感謝申し上げます。
　みなさまからお寄せいた
だいた見舞金は10月27日、
被災者へ手渡しましたので、
ご報告申し上げます。

見舞金額  246,550円

日本赤十字社青森県支部
　新郷村分区長　須藤良美

日本赤十字社からの
お知らせ
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お父さんとスーパーに行きました。
チョコとポテトチップスを買いまし
た。お父さんと一緒のお買物は楽し
かったです。

坂根　　一くん（うめ組）
ママとせなと３人でドーナツや
さんに行きました。ドーナツを
買ってお家で食べました。いちご
のドーナツがおいしかったです。

前山　仁菜さん（うめ組）
せんさか ね なにいまえやま

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）
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平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

214

師 走
12月

人の動 き
男　1,443人（－６人）
女　1,536人（－11人）
計　2,979人（－17人）
世帯数959世帯（－１世帯）
（平成23年10月31日現在）
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畠  山　莉  菜ちゃん
Ｈ22・７・10生
（地区）戸来
（パパ）賢寿
（ママ）幸子
パパとママのねがい

新郷の飲むヨーグルトが大好
きな莉菜。今より元気いっぱ
いにのびのび育ってネ。

むらのガイド

平成23年

ターコイズ（土耳古玉）
̶ 成功・大成 ̶誕 生 石

しわす
December

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１１年１２月
備　　　考行　　事　　等

はたけ やま なり

日 曜

1 木

2 金

4 日

5 月

6 火
7 水
8 木
9 金

12 月
15 木

16 金

19 月
22 木
23 金
24 土
25 日

26 月

28 水
31 土

X’masフェスタイルミネーション点灯式
特定健診（～３日）

特定健診　２学期終業　冬至

資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

特設人権相談

心の健康づくり教室

11 日 X’masフェスタ
冬の交通安全県民運動（～20日）
新郷温泉館休館日　行政相談

●天皇誕生日　燃えないごみ収集日
特定健診　クリスマス・イヴ

特定健診（～17日）
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日

不用犬引取

クリスマス
新郷温泉館休館日
固定資産・住民税第４期納期限
官庁仕事納め
大みそか

新郷温泉館休館日　母と子の栄養教室

資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日

新郷温泉館休館日
平成23年度新郷村商店活性化こども商品券交付受付（後期）
平成23年度新郷村商店活性化こども商品券交付受付（後期）

新郷村西越財産区議会議員補欠選挙投開票日

二十歳になったら
国民年金

日本年金機構

11月
６
日
　
村
文
化
祭
（
関
連
記
事
は
２
～
３
ペ
ー
ジ
）

11月
６
日
　
村
文
化
祭
（
関
連
記
事
は
２
～
３
ペ
ー
ジ
）

山村開発センター　9：00～12：00

美郷館

山村開発センター（中会議室）　8：30～17：00
西越支所（視聴覚室）　8：30～17：00

10：00～12：00


	1111_01
	1111_02
	1111_03
	1111_04
	1111_05
	1111_06
	1111_07
	1111_08
	1111_09
	1111_10
	1111_11
	1111_12
	1111_13
	1111_14
	1111_15
	1111_16
	1111_17
	1111_18



